
日進市教育委員会定例会（令和 4年 4 月）会議録 

1. 日時 

令和 4年 4月 1日（金曜日）午後 2時 30 分から午後 3時まで 

2. 場所 

日進市役所 南庁舎 2階 第 5会議室 

3. 出席者 

〔教育長・委員〕 

岩田憲二（教育長）・小林秀一（教育長職務代理者）、藤井美樹、伊藤志門、市来ち

さ、武田立史の各委員 

〔事務局〕 

加藤誠（学習教育部長）、與語隆弘（学習教育部次長兼生涯学習課長）、大津正仁

（学習教育部主任指導主事）、後藤幸宏（教育総務課長）、桃原勇二（学校教育課

長）、櫻井正弘（学校給食センター所長）、蟹江砂織（図書館長）、緑川知子（図書

館主幹） 

〔書記〕 

伊藤美乃里（教育総務課主幹）、藤原慎（教育総務課主査）、山田優子（教育総務課

主事） 

4. 欠席者 

なし 

5. 傍聴の可否及び有無 

傍聴可、傍聴者 1名 

6. 会議録署名者 

岩田教育長、藤井委員、伊藤委員の各委員 

7. 議事の経過 

（開会） 

（会議録署名者の決定） 

（教育長職務代理者の指名） 

（会議録の承認） 

（諸般の報告） 

(議事)  

議案第 27 号 日進市立小中学校適正規模等検討委員会委員の委嘱について 

（報告事項） 

事務局報告 
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【教育総務課】 

 令和 4年第 1回日進市議会定例会一般質問・答弁内容（教育委員会分）につ 

いて 

 教育委員会の後援等名義使用等について 

 令和 4年度教育委員会の開催予定について 

【生涯学習課】 

事業等報告について 

【学校教育課】 

  事業等報告について 

【学校給食センター】 

  事業等報告について 

【図書館】 

事業等報告について 

（教育委員会行事予定） 

（その他） 

（閉会） 

8. 次回会議日程 

定例会 

日 時：令和4年5月11日（水曜日）午後2時から 

場 所：市役所南庁舎2階 第5会議室 

出席者：4月定例会と同じ 

発言者及び発言内容 

部長 

会議の開会に先立ちまして、報告させていただきます。令和 4年第 1回日進市議会

定例会におきまして、議会の同意を得て、岩田憲二氏が教育長に任命されました。任

期は令和 4年 4月 1日から令和 6年 9月 30 日までとなります。それでは、岩田教育

長より一言ご挨拶をいただきたく思います。 

（教育長より挨拶） 

また、本日は、令和 4年度最初の会議となりますので、教育委員会事務局職員か

ら、一言ずつ挨拶をお願いします。 

（事務局職員順に挨拶） 

 今年度もよろしくお願いいたします。 

教育長 

 では、ただ今より令和 4年 4月定例教育委員会を開会します。 

会議規則の定めるところにより議事を進めさせていただきます。本日は、全委員が

出席していますので、会議は成立します。本日の会議録署名者は、藤井委員、伊藤委

員、私です。会議録調製者は、教育総務課の山田とします。 

本日の会議には 1名の傍聴の申し出がありますが、ご異議はございませんか。 

（全員異議なし）それでは傍聴者をお通しください。 
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（傍聴者入室）傍聴者の方は、傍聴のマナーをお守りいただきますようお願いしま

す。 

では、次第 2、教育長職務代理者の指名を行います。教育長職務代理者の指名につ

いて、事務局より説明をお願いします。 

学習教育部長 

 教育長職務代理者につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の第

13 条第 2項において、「教育長に事故があるとき又は欠けたときはあらかじめ指名

する委員がその職務を行う。」と規定されております。 

また、教育長職務代理者の任期につきましては、日進市教育長の職務代理者に関す

る内規の第 2条第 2項において、「教育長職務代理者の任期は、1年とする。ただ

し、再任を妨げない。」と規定されております。藤井委員の教育長職務代理者の任期

は令和 4年 3月 31 日までとなっており、新たに教育長職務代理者を指名する必要が

ありますので、教育長より教育長職務代理者の指名をお願いします。 

教育長 

 令和 4年度の教育長職務代理者として小林委員を指名いたします。委員の皆様、ご

異議はございませんか。 

（全員異議なし）それでは小林委員を、令和 4年度の教育長職務代理者としいたま

す。 

また、愛日地方教育事務協議会に関して、協議会規約第 8条の規定により、協議会

委員は、関係市町の「教育長」及び「教育委員会が協議により定めた教育委員一人」

をもって充てるとされております。教育長職務代理者に協議会委員をお願いしたく存

じますが、委員の皆様、ご異議はございませんか。 

（全員異議なし）それでは、愛日地方教育事務協議会委員につきましても、よろし

くお願いします。では、小林委員より、一言ご挨拶をいただきたく思います。 

（小林委員より挨拶） 

ありがとうございました。 

では、次第 3、令和 4年 3月定例教育委員会の会議録の承認についてですが、事前

に指摘のありました箇所を修正のうえ、あらかじめ配付されました会議録案の内容

に、ご異議はございませんか。 

（全員異議なし）それでは、会議録を承認とします。 

次第 4、諸般の報告に入ります。 

本日教職員着任式が行われ、愛知地区から 17 名、それ以外の地区から 5名、新任

が 15 名の計 37 名が着任されました。日進市の児童生徒は明るくて健やかな子が多い

ですが、そのように見えても心に闇や悩みを抱えたりする児童生徒も多いと思います

ので、皆さんの持ち味を十分発揮してほしいということをお話しさせていただきまし

た。 

私からの報告は以上です。ただ今の報告について、ご意見、ご質問はございますか。

（しばらく間があり） 

ないようですので、各委員から報告があればお願いします。 
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委員 

 3 月 30 日に日進市障害政策委員会に出席しました。障害者・障害児の政策に対し

て幅広く議論され、計画が練られました。コロナの影響で一部できなかったものもあ

るとのことですが、おおむね推進できているとご報告を受けました。その中、医療的

ケア児童の受け入れについて、国を挙げて推進しているということで、今まで学校に

来られなかった事情があった場合でも、予算が付くことで、訪問看護等の依頼ができ

るということを伺いました。今後は、そういった人を学校にどう入れていくのかとい

うことを、考える必要が出てくると思いますので、教育委員会でも話ができれば良い

と思いました。学校側のハードルは高いという声は聞いていますが、地方の医療資源

を学校に投入することがうまくできればと思いました。 

教育長 

他にございませんか。（しばらく間があり）ないようですので、次第 4は以上です。 

次第 5、議事に入ります。議案第 27 号「日進市立小中学校適正規模等検討委員会

委員の委嘱について」、教育総務課から説明をお願いします。 

教育総務課長 

（資料に基づき説明） 

教育長 

ただいまの説明について、ご意見、ご質問はございませんか。 

 （しばらく間があり）それでは、議案の議決を行います。議案第 27 号「日進市立

小中学校適正規模等検討委員会委員の委嘱について」に、賛成の方は挙手をお願いし

ます。 

（全員賛成）議案第 27 号を承認とします。 

 以上で、本日審議する議事はすべて終了しました。 

 続きまして、次第 6、事務局報告に入ります。各所属より説明をお願いします。 

教育総務課長 

令和 4年第 1回日進市議会定例会一般質問・答弁内容（教育委員会分）について 

教育委員会の後援等名義使用等について 

事業等報告について 

（各項目について説明） 

生涯学習課長 

 事業等報告について 

（各項目について説明） 

学校教育課長 

事業等報告について 
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（各項目について説明） 

学校給食センター所長 

事業等報告について 

（各項目について説明） 

図書館長 

 事業等報告について 

（各項目について説明） 

教育長 

 ただいいまの説明について、ご意見、ご質問はございませんか。 

（しばらく間があり）事務局からの報告事項は以上です。 

次に、次第 7、教育委員会の行事予定については、お手元の資料をご覧ください。

教育委員の出席行事等、各所属においてお知らせしたい行事がありましたら説明をお

願いします。 

生涯学習課長 

 春になり、生涯学習課において、各種イベントを開催させていただきます。教育長

が出席する行事、教育委員の皆さんに出席いただきたい行事については別途ご案内さ

せていただきます。また、5月 7日に少年少女発明クラブの開講式を予定していま

す。本事業は人気のある事業でありますので、市民の方から話がありましたら、ご紹

介ご案内いただきますようお願いいたします。 

委員 

 先ほどの事務局報告を受けての質問をさせてください。市議会での質問にありまし

た、制服の見直しについて、日進市は現時点でどういった状況なのでしょうか。周囲

から制服についての状況を聞かれることがありますので、教えていただきますでしょ

うか。 

教育総務課長 

 現状は、生徒会から四中学校長に対し、制服の見直しに関する要望が出され、3月

に四中学校長から教育委員会へ要望書が提出されたという段階です。これを受けて、

今後、教育委員会としても見直しを検討していくという状況です。 

委員 

 見直しの内容は各学校ばらばらなのでしょうか。 

教育総務課長 

 詳細は今後検討していくものとなりますが、現状のものを残しつつ、新たなものを

用意するという動きになるのではないかと想定されています。 
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教育長 

 他に、ご意見、ご質問はございませんか。 

（しばらく間があり）教育委員会の行事予定は以上です。 

次に、次第 8、その他として、全体を通して、ご意見、ご質問等があればお願いし

ます。 

生涯学習課長 

 令和 4年 4月 1日をもって、民法の改正等で、成年年齢が引き下げられ、18 歳か

らが成人の扱いとなります。生涯学習課としては、令和 5年の成人式の名称をどうす

るかが検討課題となっています。式典については、20 歳を迎える人に対して挙行す

るということは既に決定していますが、名称については、今後検討するとしておりま

したので、今後、市教育委員会から案を提示させていただき、名称候補の募集を行う

予定です。募集を経て、教育委員会及び社会教育委員会での報告・決定をしていきた

いと考えています。 

教育長 

 他にございませんか。 

（しばらく間があり）以上で、本日予定しておりました内容はすべて終了しまし

た。 

次回は、令和4年5月定例教育委員会を、令和4年5月11日（水曜日）午後2時から、

市役所南庁舎2階 第5会議室で開催します。 

これをもちまして、令和4年4月定例教育委員会を閉会します。 



日進市教育委員会定例会（令和 4 年 4 月）次第 

日時 令和 4年 4月 1日（金） 

午後 2時 30 分から 

場所 市役所南庁舎 2 階 第 5 会議室 

1 開会 

2 教育長職務代理者の指名 

3 前回会議録の承認 

4 諸般の報告 

5 議事 

議案第 27号 日進市立小中学校適正規模等検討委員会委員の委嘱について【教育総務課】 

6 報告事項 

事務局報告 

【教育総務課】 

・令和 4年第 1回日進市議会定例会一般質問・答弁内容（教育委員会分）について 

〔資料 No.1〕 

・教育委員会の後援等名義使用等について〔資料 No.2〕 

・事業等報告について〔資料 No.3〕 

【生涯学習課】 

・事業等報告について〔資料 No.4〕 

【学校教育課】 

・事業等報告について〔資料 No.5〕 

【学校給食センター】 

・事業等報告について〔資料 No.6〕 

【図書館】 

・事業等報告について〔資料 No.7〕 

7 行事予定（令和 4年 4月 2日から令和 4年 5月 11 日まで） 

8 その他 

9 閉会 

今後の予定 

5 月定例教育委員会 5月 11 日(水) 午後 2時 市役所南庁舎 2階 第 5会議室 



議案第２７号 

日進市立小中学校適正規模等検討委員会委員の委嘱について

日進市立小中学校適正規模等検討委員会委員の委嘱について、別紙のとおり提

出します。 

  令和４年４月１日提出 

日進市教育委員会教育長 岩田 憲二    

１ 提案理由 

  この案を提出するのは、日進市立小中学校適正規模等検討委員会委員から辞

職の申し出があり、委員が欠けたため、前任者の残任期間について別の委員を委

嘱する必要があるからであります。 

２ 該当規則 

  日進市教育長に対する事務委任規則第２条第８号及び第３条 

３ 委嘱人数 

４名 

４ 任期   

令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで 

５ 委嘱対象者   

別紙のとおり 



日進市立小中学校適正規模等検討委員会委員 委嘱対象者 

委嘱区分 所属等 氏 名 性別 

行政区の代表者 岩藤区長 加藤
かとう

 正 明
まさあき

男 

行政区の代表者 赤池区長 川 村
かわむら

 栄治
えいじ

男 

行政区の代表者 米野木区長 菅 沼
すがぬま

 嘉一
かいち

男 

行政区の代表者 岩崎区長 堀之内
ほりのうち

 秀
ひで

紀
き

男 

議案第２７号別紙



〔資料 №1〕 

令和４年第１回日進市議会定例会 

一般質問・答弁内容(教育委員会関係分)について 

① 永野雅則議員（代表質問）

○未来へのまちづくり「市長施政方針より」 

教育・生涯学習環境の充実について【生涯学習課・学校教育課】 

② 白井えり子議員（代表質問）

○コロナ対応について【学校教育課】 

○中学校卒業式は混合名簿で【学校教育課】 

③ 川嶋恵美議員（代表質問）

○市長施政方針について【生涯学習課・学校教育課】 

④ 山根みちよ議員（代表質問）

○市長施政方針に問う【生涯学習課・学校教育課】 

⑤ 坂林たくみ議員（代表質問）

○新型コロナの市民生活への影響について認識と対策は【学校教育課】 

⑥ 大川博議員 (個人質問) 

○前進する日進市の事業について【学校教育課】 

○日進市の教育を前進させるために【学校教育課・図書館】 

⑦ 古川ひさお議員 (個人質問) 

○新型コロナウイルス オミクロン株の感染拡大について【学校教育課】 

○小中学生の体力テストの結果について【学校教育課】 

⑧ 宮田康之議員 (個人質問) 

○中学校の部活動の今後のあり方について伺う【学校教育課】 

⑨ 山田久美議員 (個人質問) 

○地域学校協働活動について問う。【生涯学習課】 

○制服の見直しは、Ｒ４年度の検討課題になるのか。【学校教育課】 

○パートナーシップ宣誓制度の早期実現を。【学校教育課】 



① 永野雅則議員 (代表質問) 

○未来へのまちづくり「市長施政方針より」 

教育・生涯学習環境の充実について【生涯学習課・学校教育課】 

●コロナ禍を踏まえ、新しい時代に即した教育・生涯学習環境の充実について、どのよう

にお考えか、伺う。 

・本市では、すべての子どもたちの学びと育ちを応援するとともに、すべての市民が生涯

を通じて、生きがいや充実感を得ることができるような環境づくりを進めている。 

・約２年に亘る新型コロナウイルス感染症の影響により、学校や生涯学習を取り巻く環境

も大きく変化しているような状況下ではあるが、市民の学習の保障や生涯学習活動の確

保に努め、学びの場、生きがいの場を創出することは大切なことと考えている。 

・小中学校では、保護者の負担も考慮した上で、感染症対策に取り組みながら学校運営を

行っており、新しく導入したタブレットを活用した学校活動が日常のものとなっている。 

・スポーツや文化活動といった生涯学習においても、人数の制限、オンライン講座による

三密の回避、換気などの感染症対策を行った上で、可能な限り活動の機会の提供をして

いる。 

●学校におけるコロナ感染症対策や、ＩＣＴを活用した授業の今後の方向性について、詳

しく伺いたい。 

・教育委員会としては、児童生徒の学びを保障するため、感染対策と教育活動を支援して

きた。学校では、児童・生徒・教職員が家庭での健康観察を行った上で、マスクの着用

や換気、手洗い、ソーシャルディスタンスの確保、共用部分の消毒などの基本的な感染

対策をして、学校運営を行っている。今後も感染状況に合わせて、必要な対策、支援を

講じ教育活動を継続していく。 

・現在、国のＧＩＧＡスクール構想により、児童生徒１人１台のタブレット端末を導入し、

ＩＣＴ機器を活用した学習を行うことで情報活用能力の育成に努めている。 

・ＩＣＴを活用した授業については、今年度は、タブレット端末や大型提示装置などのＩ

ＣＴ機器の本格導入初年度であるので、試行錯誤しながらではあるが、学級閉鎖や出席

停止時に端末を持ち帰り、ドリル教材での学習やオンライン会議システムを介した担任

との健康観察、電子連絡板による連絡などに活用している。 

・学級閉鎖時にも同様に活用しており、今後も、研修や情報教育研究委員会などにより、

更なる可能性を追求していきたいと考えている。 

●新しい時代に即した生涯学習・スポーツの今後の方向性について、詳しく伺いたい。 

・現在、オンライン会議システムを利用した学習機会の創出が重要視されている。本市に

おいても、今後、さらに受講方法の選択・拡充を進め、子育て世代や移動が困難な方な



ど、新たな層に対し学習機会を提供していきたいと考えている。 

・また、健康づくりや仲間づくりを目的とした多種多様なスポーツ機会を創出するため、

スポーツ活動においても、子どもから高齢者までが気軽に楽しめるオンラインでのスポ

ーツ事業について調査・研究をしていきたい。 



② 白井えり子議員 (代表質問) 

○コロナ対応について【学校教育課】 

●小中学校での対応はどのようか。 

＊これまでの経験をどう活かし、また全員にタブレット端末が行き渡っている状況もふ

まえて、どのように対応を強化しているか。 

＊本人が濃厚接触、登校自粛など様々なケースが考えられる。教室運営が難しい今、ど

う対応しているか。 

＊授業とタブレット端末でのオンライン併用授業の同時展開への対応はどのようか。 

・小中学校においては、導入した一人一台のタブレット端末を順次、家庭に持ち帰り、児

童生徒と学校にいる担任が端末を通して、学級活動などを行っている。 

・タブレット端末を持ち帰った児童生徒は、学習ドリルに取り組んだり、児童生徒と担任

が端末を通して健康観察を行ったりするなど、学校の状況に応じて対応している。 

・一部の小学校では、試行的にオンライン会議システムを用いて、児童が自宅から授業の

様子を見ることができる取組を行っているが、様々な課題があるので、活用方法につい

ては、各学校の判断としている。 

○中学校卒業式は混合名簿で【学校教育課】 

●ＳＤＧｓの５番目「ジェンダー平等を実現しよう」について、どのような学習に取り組

み、どのような成果を上げたと評価しているか。 

●学習の中において、卒業式などでの男女別の名簿について、生徒の中でどのように話し

合われているか。 

●令和３年度の卒業式の名簿使用について、どのように行う方針か。 

・中学校については、昨年１２月の人権週間に合わせて「人権集会」を実施し、外部講師

を招いて、性的マイノリティについての学習を行っていただいている。また、日々の教

育活動の中で、多様性を含めた様々な人権課題について学習を行っていただいている。

これらの取組により、ジェンダー平等に限らず、生徒の人権に対する意識の醸成が図ら

れてきていると考えている。 

・卒業式などでの男女別の名簿について、生徒の中で話し合われているかは把握していな

いが、生徒は、日々の教育活動の中で学習したことなどを基に、ジェンダー平等に限ら

ず、様々な人権課題があるという認識を持っていると考えている。 

・学校の教育活動で使用する名簿の形態や活用方法については、学校運営上の必要性に応

じて、各学校がそれぞれに判断していくべきものと考えている。 

【関連質問／舟橋よしえ議員】 

○中学校卒業式は混合名簿で【学校教育課】 

●中学校で人権の学習をし、生徒の意識の醸成が図られてきているとのことだが、卒業式



で男女別に卒業生の名前を読み上げることは、学校でダブルスタンダードを認めてしま

うことになっているのではないか。市が主導して卒業式での男女別名簿使用をやめてほ

しい。第二次日進市男女平等推進プランの基本目標の施策にも「男女混合名簿の推進 す

べての小中学校における継続的な取り組みを推進します」が挙げられている。学校判断

ではなく、市として、どう取り組む考えなのか。 

・中学校における名簿使用については、現在、男女別名簿での学校運営を行っているので、

普段使用していない混合名簿により３月３日に行われる卒業式を行うことは困難である

が、令和４年度からは、年間を通して学校運営に混合名簿を活用するよう各中学校に強

く働きかけていく。 



③ 川嶋恵美議員 (代表質問) 

○市長施政方針について【生涯学習課・学校教育課】 

●「学びと文化で未来を創る人財を育てる」について 

リアルな仕事を知る事業についてと、１８歳成人について問う 

・次代を担う子どもたちが、日々刻々と変化する社会において、様々な体験や経験を重ね

ていく中で自らの学びを充実させ、成長していくことは、１０年後、２０年後の子ども

たちの未来にとっても、市の未来にとっても不可欠なことと考えている。こうした趣旨

に賛同する市内の企業からも、日進市の子どもたちのために協力したいとの申し出を多

くいただいている。 

・小中学校では、児童生徒が段階に応じて、様々な仕事や働くことについて学習している。

小学校では市内の工場などに見学に行ったり、中学校では卒業生や市内の企業から職業

人を招いて講話を聴いたりしている。令和２年度と３年度は新型コロナウイルス感染症

の影響により実施できなかったが、例年、市内の小売店、飲食店、医療・福祉関係など、

２００を超える事業所にご協力いただき、体験学習を実施している。達成感や満足感を

得ることによる自信や自己有用感の獲得、働くことや学ぶことへの意欲の向上など、子

どもたちに様々な効果をもたらすものとなっている。 

・さらに現在、「子どものまち」、「こどもがつくる音楽会」、「少年少女発明クラブ」など、

子どもたち自らが考え、実践する事業を進めている。その中では他者との意見の食い違

いによる苦労をし、それを乗り越え実践できた喜び、充実を感じ得る場につながってい

る。 

・社会や職業にかかわる様々な現場における体験的な学習活動の機会、自らが考え実践す

る機会を設け、それらの体験を通して、子どもたちに自己と社会の双方についての多様

な気付きや発見を得る機会を提供し、さらなる有用感の獲得を目指した事業を、市内の

企業の皆様の協力により展開していきたいと考えている。 

・成年年齢については、民法の改正に伴い、本年４月１日時点で１８歳以上２０歳未満の

方は、その日に成年に達することになる。また、２００４年４月２日生まれ以降の方は、

満１８歳になった日に成年に達することになる。 

・成年年齢を１８歳に引き下げることは、１８歳、１９歳の自己決定権を尊重し、積極的

な社会参加を促すことを期待するものである。 

・同時に、１８歳から一人で有効な契約をすることができ、また、父母の親権に服さなく

なるという、大きな変化も生じる。 

・本市としては、成年年齢の引き下げに伴い若者が正しい契約ルールを身に着けられるよ

う、周知を図っていく。 



④ 山根みちよ議員 (代表質問) 

○市長施政方針に問う【生涯学習課・学校教育課】 

●令和４年度の主要事業について 

◇<学びと文化で未来を創る人財を育てる>キャリア教育の構想は？ 

企業との協力を得て、キャリア教育の強化「リアルな仕事を知る」などの授業を検討と

あるが、当初予算の概要にも実施計画にも記載はない。今年度は検討するだけなのか。

先方との調整も必要であると承知するが、現時点での構想を伺いたい。 

・現在のキャリア教育については、学校教育や生涯学習講座において実践しており、子ど

もたちの貴重な体験・経験の場となっている。 

・今後は、日進市内外で活動・活躍する企業のご協力を得て、会社がいかなる社会貢献を

目指しているかなど仕事の意義や、プロたちのプライドや情熱をより深く伝えていただ

きたいと思っている。子どもたちが未来に夢や希望を持つことができる機会をより多く

与え、自分のこと、他人のこと、社会のことをより大切に感じてもらいながら学びを深

める一助としてもらいたいと考えている。 

・具体的な事業展開については、今後お知らせしていきたいと考えているが、既に多くの

職種で企業からの賛同をいただいているところである。 

・子どもたち自らが考え、実践する機会を増やし、本市の子どもたちの育成を進めるとと

もに、企業や団体の魅力を感じていただける場につながればと考えている。 

◇本年度の教育費は昨年度から２億８，２６３万円増額して９．６％増となっているが、

全体に占める構成比は１１．７％と決して高くない。コロナ禍において、子どもたちの

学習環境が激変している中、「音楽」「読書」「キャリア教育」など、勉学以外のことに予

算計上していくことに大賛成だ。教育投資に関する考えを伺いたい。 

・本市では、学校教育を中心としつつも、子どもから高齢者まで生涯にわたり主体的に学

ぶことにより、まちづくりの根幹となる人づくりを進めていくため、教育及び生涯学習

環境を充実させるために必要な財源を充当していくものと考えている。



⑤ 坂林たくみ議員 (代表質問) 

○新型コロナの市民生活への影響について認識と対策は【学校教育課】 

●感染防止と生活支援で必要な対策をどのように考えるか。 

◇子どもたちへの感染を防ぐことが課題だ。保育士、小中学校教員の無症状者に対する検

査はどのようになっているか。 

・小中学校については、感染が疑われる教職員は、出勤を控えるようにしているので、検

査を行ってはいないが、必要に応じて使用できるよう、各学校に抗原検査キットを配備

している。 

◇実施が必要ではないか。 

・小中学校においては、マスクの着用、手洗い、換気、給食時には黙食をするなど、感染

対策をとって教育活動を行っているので、スクリーニング検査などの実施は考えている。 

◇第５波までと同じ対策だ。頻回検査が必要ない根拠を示してほしい。 

・小中学校においては、基本的な感染対策を行っているが、感染者が増加してきたタイミ

ングで、学校には、教職員に対しても改めて感染対策を徹底するよう伝えてきた。 

・今後も、基本的な感染対策をしっかりと行いつつ、必要に応じて、抗原検査キットなど

を活用して対応していく。 



⑥ 大川博議員 (個人質問) 

○前進する日進市の事業について【学校教育課】 

●ＵＤトークについて問う 

◇視聴覚障がいの子や日本語を話せない子たちへの教育現場での活用 

・児童生徒に一人一台のタブレット端末を配付したことで、学校生活における補助機能と

してＵＤトークは活用できるものと考えている。市役所に導入したＵＤトークの活用効

果を検証し、学校において活用できるよう進めていく。 

・現在、小学校１校で、外国から転入し、日本語を話すことができない児童への対応とし

て、その児童と同じ学年の児童、教職員のタブレット端末にＵＤトークをダウンロード

して、試行的に活用を始めている。 

○日進市の教育を前進させるために【学校教育課・図書館】

●講師不足について問う 

◇日進市の現状と課題 

・講師の登録状況としては、常勤・非常勤など各条件に当てはまるような講師の登録が、

豊富にあるような状況ではない。 

・限られた登録者の中から声かけを行っているが、任用につながらないことが課題。その

場合は、愛知県や近隣市町に講師登録者を紹介していただいたり、学校関係者に紹介し

ていただき、学校運営に支障をきたさないように努めている。 

◇教科担任制の準備状況 

・令和４年度に愛知県が配置する教科担任制専科教員は、本市には１名が配置される予定。

１名の配置では、教科担任制を行うために必要な教員数には到底及ばないことから、各

小学校では、時間割等を工夫し教科を交換して担当するなどして、少しでも教科担任が

とれるよう検討している。 

◇前制度による教員免許失効者の期限付き等による採用 

・教員免許更新制については、国の定めた制度であるため、失効者を市独自で採用するこ

とはできないので、愛知県や近隣市町での講師登録情報の共有や大学などにも協力を依

頼し、必要な人材を確保できるよう努めている。 

●通学路について問う 

◇通学路の安全対策進捗状況 

 ＊特に梨の木小学校西交差点 



・令和３年６月に千葉県八街市において発生した、下校中の児童の列にトラックが突っ込

み５名が死傷した事故を受け、令和３年８月に各小学校から報告された通学路の危険個

所を取りまとめた。 

・その危険個所に関し、９月に市の関係各課や愛知警察署の担当者による通学路安全対策

協議会を開催し、１０月に合同点検を実施して、各危険個所における対策内容について

検討、決定した。その結果、３３箇所の危険個所に対して対策を講じていくこととなっ

た。 

・現時点で、３３箇所中２５箇所が実施済み。今後は、未実施箇所についても、順次対応

を進めていく。 

・以前から危険な交差点であると指摘されている梨の木小学校の東にある交差点について

も、３３箇所の中に含まれており、交差点のカラー化を既に施している。それに加えて

登下校の時間に愛知警察署による定期的な巡回により、ドライバーに注意喚起を行う対

策を実施していただいている。 

・今後も、愛知警察署や地域の方などと相談しながら、引き続き対策を検討していく。 

◇交通安全指導員確保の策 

 ＊養護教諭補助等の仕事で付加価値をつけて活用 

 ＊各学校ホームページで呼び掛け 

・交通指導員の確保については、毎月の広報紙、市役所１階のデジタルサイネージ、市の

ホームページへの掲載、全保護者へのチラシの配布やメール配信などを行い、必要人数

が確保できるように呼びかけている。 

・勤務内容については、児童生徒の登下校の際の交通指導に加え、毎月の会議、学校行事

などへの参加を盛り込んでいる。 

・今後も、必要な個所に交通指導員が配置できるよう、ＰＴＡ総会や学校行事など様々な

場面で保護者にお知らせするよう学校に働きかけていく。 

●市の水泳指導について問う 

◇民間委託した学校についての総括 

・令和３年度に香久山小学校において、市内で初めて民間委託による水泳指導を実施した。 

・新型コロナウイルス感染症の影響で当初の契約よりも回数を減らしての実施となったが、

児童一人一人の運動量を十分に確保することができた。指導内容だけでなく、安全面に

も配慮され、充実した活動を行うことができ、特に問題があったとの報告は受けていな

い。 

・児童や教員からも好評で、教員からは、専門家による指導方法を間近で見ることができ、

とても参考になったと聞いている。 

◇今後の日進市のビジョン 



・小学校の水泳指導については、プール施設の老朽化により大規模改修が必要となる小学

校において、改修するのではなく、民間委託に切り替えて順次実施していく計画を立て

ている。 

・令和４年度は、香久山小学校に加え、西小学校、東小学校、相野山小学校で実施し、令

和５年度には、北小学校、南小学校を加えて実施していく予定。 

・梨の木小学校、赤池小学校、竹の山小学校は、学校施設の建設年度が比較的新しいため、

プール施設の耐用年数などを勘案しながら、実施時期を検討していく。 

●ＩＣＴ教育について問う 

◇市のリーダーシップ 

・ＩＣＴ教育については、指導主事が中心となって教務主任や情報教育担当教員を取りま

とめ、必要に応じて専門業者のＩＣＴ支援員を活用しながら研修や授業支援などを行っ

ている。今後も指導主事が中心となって各小中学校のＩＣＴ教育を総括しながら推進し

ていくものと考えている。 

◇コロナ禍において、タブレット端末を活用した学習の保障はできているのか。 

・学級閉鎖や出席停止時にタブレット端末を持ち帰り、ドリル教材での学習やオンライン

会議システムを介した担任との健康観察、電子連絡板による連絡などに活用している。 

・市内での感染が拡大している状況で、学校の教育活動も制限される中、音楽の授業にお

けるリコーダー演奏は感染リスクの高い活動の一つのため、学級で一斉に行うことは困

難だが、一部の学校では、学級閉鎖の際にタブレット端末を活用したオンライン授業の

中で、児童が各家庭でリコーダーを演奏することで、学級内での感染リスクのない音楽

の授業を行うことができたと報告を受けている。 

◇推進する上で不足しているもの 

・各校の教務主任や校務主任、情報教育担当教員を中心にタブレット端末等の活用を推進

している。オンライン授業を行うためには、授業を撮影する機器、授業をサポートする

人員などが考えられるが、さらに課題を集約し、今後の対応を検討していく。 

◇いじめ防止相談ツールとしてのタブレットの活用 

・現在、いじめ等の相談については、各学校で学期に一度程度のアンケートや教育相談を

行っている。また、本市では、家庭児童相談室のもしもしニッシーダイヤルでの電話や

メールでの相談を受け付けている。 

・そのほかにも、児童相談所の相談専用ダイヤル、文部科学省が行っている２４時間子供

ＳＯＳダイヤル等をはじめとする電話での相談窓口が複数あるほか、ＳＮＳによる相談



には、愛知県の「あいちこころのサポート相談」、厚生労働省が紹介する「よりそいチャ

ット」、文部科学省が紹介する「こころのほっとチャット」などがある。 

・これらの相談窓口を子育て支援課がリーフレットにまとめ、令和３年１２月に全児童生

徒に配布している。 

・いじめ防止相談のツールとして、タブレット端末を活用することは有効と考えるが、こ

のような取組があることや体制づくりなどの課題もあることから、先進自治体の取組を

参考に研究していきたいと考えている。 

●近未来について問う 

◇教育関係におけるデジタル田園都市国家構想推進交付金の活かし方 

・各学校図書館同士や学校図書館と市立図書館との情報共有、保護者から学校への欠席連

絡や学校から保護者へのお知らせの配付など、学校と保護者間の連絡について、デジタ

ル環境整備することにより、児童生徒に対する学習支援、教職員の負担軽減、保護者等

の利便性向上などに活用できないか検討している。 

◇今後の図書館のビジョン 

・今後の図書館のビジョンとしては、幼児から高齢者まですべての方の読書活動を推進す

るに当たり、市立図書館が中核的役割を果たすべきと考えている。 

・家庭・地域・学校・ボランティア等と連携し、子どもを取りまく大人や地域社会と共に

取り組むことにより、特に子どもの読書活動を推進していきたい。 

・今後は、教育委員会各課と学校とが連携し、学校図書館と市立図書館のシステム連携や

学校における読書支援の体制整備について検討を進めていく。 



⑦ 古川ひさお議員 (個人質問) 

○新型コロナウイルス オミクロン株の感染拡大について【学校教育課】 

●保育園、小中学校の学級、学年、学校閉鎖はどれだけあったのか。 

・小中学校１５校における、令和４年１月及び２月に閉鎖した学級は延べ１９学級、閉鎖

した学年は２学年。休業の措置をとった学校はなかった。 

●休園、休校によりご家族への影響はどのようであったか。 

・学級閉鎖や学年閉鎖により、保育園と同様に保護者が仕事を休まなければならないなど

の影響があったが、特にその影響についての連絡は受けていないので、保護者には、理

解いただいているものと考えている。 

○小中学生の体力テストの結果について【学校教育課】

スポーツ庁が昨年４月から７月に実施した小中学生対象の全国体力テストの結果は、過

去最低を記録したという。コロナ禍の影響があるとはいえ問題である。しかも愛知県の

生徒の結果は、全国平均をすべて下回ったという。 

●日進市の結果は、どのようであったか。 

・全国体力・運動能力、運動習慣等調査については、国が全国的な子どもの体力の状況を

把握・分析することにより、子どもの体力の向上に係る施策の成果と課題を検証し、そ

の改善を図ることや、各学校における児童生徒の体力や運動習慣、生活習慣等を把握し、

学校における体育・健康等に関する指導などの改善に役立てる目的で、小学校５年生及

び中学校２年生を対象に８種目の実技調査と、児童生徒と学校に対する質問紙調査を実

施したもの。 

・令和３年度の本市の体力合計点は、全国平均と比較すると、小中学校の男女全てにおい

て０.３ポイントから２.８ポイント下回っている。愛知県の平均と比較すると、小学校

は男女ともに１ポイント以上上回り、中学校は、男子はやや下回っており、女子はほぼ

同じ結果であった。 

・種目数では、調査を実施した８種目中、全国平均を上回っているのは、小学校の男女で

４種目、中学校の男子で１種目。愛知県の平均を上回っているのは、小学校の男子で７

種目、女子で５種目、中学校の男子で２種目であった。 

●何故このような結果になったか。 

・調査結果だけで具体的な要因は分からないが、児童生徒に対する調査では、「ふだんの１

週間について、学校の保健体育の授業以外で運動やスポーツをする時間」の質問があり、

その結果は、全国や県と比較して大きな差はなかった。 



・「運動が好き」、「運動が大切」と答えている児童生徒は、「１週間の総運動時間」が長く、

体力合計点も高いことが分かっている。 

●今後、どのような対策が必要か。 

・体育及び保健体育の授業において、更に「運動することが楽しい」と感じ、「運動が大切

だ」と考える児童生徒を育成するとともに、運動に親しむ機会を増やしていくよう、引

き続き学校に働きかけていく。 

●具体的にどのように学校に働きかけていくか。 

・各学校へは、調査結果を基に対策を検討するよう伝えている。また、主任指導主事や指

導主事が、教務主任等の各階層の会議や各学校の授業を参観した際の指導助言などにお

いて働きかけていく。 



⑧ 宮田康之議員 (個人質問) 

○中学校の部活動の今後のあり方について伺う【学校教育課】 

●教師の働き方改革に基づいて、令和５年度からの中学校部活動の休日活動の地域移行に

ついての本市の考えはどのようか。 

・スポーツ庁が令和２年９月に示した「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革」におい

て、令和５年度から中学校の休日における部活動を段階的に地域に移行する方策が示さ

れている。本市の中学校の部活動については、現状では、「愛知地区中学校部活動のあり

方について」に基づき、土曜日又は日曜日のどちらかは休養日とし、活動する場合でも

３時間程度の活動時間としている。また、外部講師を活用することで、教員の負担軽減

を図っている。 

・休日の部活動の地域移行については、環境整備、部活動指導の継続を望む教員が参加で

きる仕組みづくりなど、検討する必要のある事項が多くあることから、現在のところ、

具体的には方針は定まっていないが、国、県、他市町の動向を注視しながら進めていく。 

●「愛知地区中学校部活動のあり方について」とはどのようなものか。愛知地区とは２市

１町か。 

・「愛知地区中学校部活動のあり方について」とは、愛知地区の構成市町である豊明市、日

進市、長久手市、東郷町の４市町の教育長、指導主事、校長代表で構成する愛知地区部

活動検討委員会で協議を行い、策定した部活動のガイドラインのこと。 

・この中で、朝練習を原則行わないこと、土曜日・日曜日のうち、１日は休養日とするこ

と、活動時間を平日は２時間程度、休日は３時間程度とすることなどをルール化してい

る。 

●各方面の識者を集めて検討委員会のようなものは立ち上げられないか。 

・中学校の部活動は、異年齢との交流の中で、生徒同士や生徒と教師等との好ましい人間

関係の構築を図り、学習意欲の向上や自己肯定感、責任感、連帯感のかん養に資するな

ど、生徒の多様な学びの場として、教育的意義が大きいため、「愛知地区中学校部活動の

あり方について」に基づき、継続して行っていくものと考えている。 

・その中で、中学校の部活動の地域移行を進めるに当たり、地域の人材確保、大会出場、

保護者負担などの課題もあるので、検討を進める過程で関係者等の意見を聞く必要があ

れば、検討委員会等の設置も検討していく。 

●歩調を合わせるとの印象を受けたが、日進市が独自のやり方を進めるのは可能か。 

・中学校部活動の休日活動の地域移行については、全国的な課題であると認識している。



本市独自のやり方を進めることは可能と考えるが、まずは愛知地区の４市町で協議をし

ながら検討していくものと考えている。 

●このことについて、現場の教師の声は聞いているか。 

・「愛知地区中学校部活動のあり方について」を検討する中で、教員の意見は聞いている。

また、朝練習をなくしたことや、休日においては、土曜日又は日曜日の３時間程度の活

動時間としたことで、教員に時間的なゆとりが生まれ、生徒に関われる時間が増えたと

いう声を聞いている。 

●是非、本市教員のアンケート調査をしてもらいたいと思うが、いかがか。 

・教員へのアンケート調査については、実施時期や教員の過度の負担とならないような方

法を検討していく。 

●今後のスケジュールについてはどうか。 

・今後も、愛知地区の４市町で「愛知地区中学校部活動のあり方について」の見直しの検

討を毎年継続的に行い、休日の部活動の段階的な地域移行について協議していくことに

なると考えている。いずれにしても、学校現場のニーズに沿った部活動となるように支

援していく。 

●後手に回ると委託指導者などの確保が難しくなると思われるので、本市が先頭に立って

進めた方が良いかと思われるが、いかがか。 

・中学校の部活動については、愛知地区の大会運営等にも影響があると思われるので、段

階的な地域移行について４市町で協議を重ねながら進めていくうえで、指導者の確保が

できるように努めていくものと考えている。 

●いずれは取り組むべき課題であるので、大まかなスケジュールとして、令和何年度には

取り組むというような目標設定をしてはどうか。 

・中学校の休日の部活動の地域移行については、文部科学省の計画として令和５年度以降

に段階的に実施していくもので、まずは、拠点校における実践研究とその成果を全国展

開していくとなっているので、その状況を踏まえて検討していく。 



⑨ 山田久美議員 (個人質問) 

○地域学校協働活動について問う。【生涯学習課】 

●Ｒ２年度に学校支援ボランティア事業をモデル校３校にて実施し、Ｒ３年度からは地域

学校協働活動推進員を導入してきた。今までの活動内容はどのようであったか。 

・地域と学校が相互に連携・協働し、子どもの学びと成長を支える活動を推進するために

は、学校からの支援要望と地域・団体等の持つ支援力をつなぐ必要がある。その役割を

担う「コーディネーター」として、市内４中学校区に各１名の地域学校協働活動推進員、

計４名を配置している。 

・令和３年度の活動は、コロナ禍でもあり、花壇の手入れや除草作業、図書整理・本の修

繕といった学校環境整備活動の調整が主なものとなっているが、夏休み中のクラブ活動

支援者や「職業人の話を聞く」会の講話者を調整する学習支援を学校の支援要望に応じ

行うなど、学校と地域をつなぐ役割を担ってきた。 

●中学校区に１名ずつ配置され、４名の方がおられる事について、市民の方からは「地域

学校協働活動推進員という言葉も知らない」、「どのような活動をしていて、どのような

方がやっているのか見えない」と言われる。コロナ禍ということもあり、表立った活動

があまりできない状況であったという事とは思うが、今後コロナが収束した時に推進委

員の方が、地域の方や活動団体の方たちのコーディネートがしやすくなるよう市民の方

たちにもっと周知をしていく必要があると思うがいかがか。 

・学校の支援要望と地域をつなぐ役割を担うには、地域学校協働活動推進員を地域住民の

方などに知っていただくことは重要なことと考えている。 

・地域学校協働活動については、昨年１０月の広報にっしんに掲載するなど、その周知に

努めているところである。さらに活動を知っていただく方法については、今後の検討と

させていただく。 

・地域住民の方などにも、今後の活動が推進できるよう、現在、社会福祉協議会と連携し、

ボランティア登録を受け付けているので、ぜひともご登録いただければと思う。 

●瀬戸市での取り組みはコロナ禍においても、校内でのサポート活動をもしている。Ｒ４

年度の活動内容はどのような事をするのか。 

・新型コロナウイルス感染症の先行きが見通せない中において、令和４年度の活動は今年

度同様の学校環境整備活動が中心になると考えている。 

・今後、より学校の実情に応じた幅広い学校活動の支援につなげていくため、本活動が地

域全体で子どもたちの多様な学びの機会の創出や成長を支える仕組みとなるよう、また、

地域・団体の皆様に関わっていただくことで、地域の皆様の生きがいづくり、地域の絆

づくりといった地域力の向上につながる事業となるよう努めていく。 



●２０１６年に大阪市にある大空小学校へ視察に行った。この大空小学校は本来なら特別

支援学級で学ぶような発達に障がいがある児童や不登校だった子もみんな一緒に学ぶこ

とができる公立の小学校である。なぜ、だれもが同じ場所で学ぶことができるのかと言

えば、地域の方や学生、保護者の方たちのサポートがあるからだ。これが地域学校協働

活動の走りなどではないかと考える。コロナ禍において、地域の方が校内に入るという

ことの難しさはあると思うが、さまざまな行事が縮小されたり中止になったりしている。

また、学校の先生方の多忙さをサポートできるのも瀬戸市が行っているコミュニティ・

スクールなのではないかと考えるが、その事についてはいかがか。 

・本市においては、まずは学校の実情に応じた学校活動の支援を行う仕組みとすることで、

子どもたちの多様な学びの機会の創出や、教職員の事務負担、作業負担の軽減につなげ

ていこうと考えている。 

・そのためには、学校の支援要望に応えるための調整に加えて、地域・団体の皆様が関わ

っていただけるような調整、参加しやすい活動となるような工夫を図り、地域学校協働

活動の充実に努めていく。 

●確かに学校の支援要望が第一だと考えるが、外部からこのような取り組みもできるとい

ったメニュー表などでの提案もあると広がりができていくのではないかと思うが、その

点についてはいかがか。 

・本市の地域学校協働活動においては、まずは学校の実情に応じた支援を行うことで、子

どもたちの多様な学びの機会を創出していきたいと考えている。議員の提案内容につい

ては、今後の検討課題とさせていただく。 

○制服の見直しは、Ｒ４年度の検討課題になるのか。【学校教育課】 

●１２月議会で市民の方から陳情が出された。私も制服の見直しの質問は今回で２回目に

なる。近隣の市町や高校でも見直しがどんどんと進められている。その後、検討はした

のか。 

・以前に答弁したとおり、制服の問題は、人権感覚を学び、生徒の意識の醸成を図る中で、 

主体的な活動の中から考え、学び、取り組ませていきたい人権課題の一つと考えている。 

・市としては、１２月の人権週間に活用できるように、市民協働課が作成した「性の多様

性の基本情報」のリーフレットを令和３年１１月に全中学生に配布して啓発した。 

・各中学校においては、１２月に「人権集会」を実施し、生徒は、外部講師から性的マイ

ノリティについて学習した。また、令和３年９月に校長代表、各中学校の教員代表、指

導主事を構成員として「人権課題検討委員会」を開催し、生徒の人権に対する意識の醸

成等についての情報交換を行い、さらに、同構成員が生徒指導に役立てるために、市職

員を対象に開催された「性の多様性の理解を深める研修」を受講した。 

・生徒が人権について学習していくうえで、主体的に考え、制服の見直しが必要であると

いうことになれば、検討していくものと考えている。 



●今、中学校では制服に関してのアンケート調査がされていると聞いた。これは、制服の

見直しを検討していくという考えから行っているのではないのか。 

・現在、生活改善の観点から、中学校の生徒会が中心となって制服に関するアンケートを

実施していることは聞いている。教育委員会としては、今後の動向を見守っていきたい

と思う。 

●学校でのアンケート調査の内容に関しては生徒会が実施していると聞いているので、教

育委員会としてはわからないが、今後の動向は見守っていくということと理解した。で

はアンケート調査は、全中学校で行っているのか、それとも、一つの中学校だけなのか。 

・中学校でのアンケートについては、全中学校で行っていると聞いている。 

●全中学校でアンケート調査をしているとのことだが、全中学校の生徒会役員が集まって

アンケート調査をしようということになったのか。それとも、校長会で話し合いがされ

て各中学校の生徒会で行うようにするとなったのか。 

・アンケート調査については、先行して実施した学校の情報を、各中学校間で情報共有し

たところ、他の中学校でも生徒会がアンケート調査を実施することになり、結果的に全

校で実施することになったものである。 

●日進市男女平等推進状況報告書の基本目標では「性別にかかわらず個人の人権を尊重し

認め合うことのできる、男女平等な社会に向けた意識づくり」とある。制服の見直しに

も適応するのではないかと考えるがいかが。 

・各中学校では、人権集会等を通して、ジェンダー平等やＬＧＢＴ等への理解を深めるこ

となど、日々の教育活動の中で様々な人権課題について学習している。このような学習

を通して、基本目標に掲げられている意識を生徒に醸成させていきたいと考えている。 

●ジェンダー平等やＬＧＢＴなどの理解を深めることの学習をされているのは令和３年６

月議会での答弁で理解しているが、生徒たちはテレビのドラマやニュースによって理解

しているのではないか。「スカートをはくのが嫌だから中学校へ行くのが嫌だ」というお

子さんや保護者の声も聞いている。また、防犯・防寒の観点からも見直していく事も重

要ではないか。 

・制服の見直しについては、生徒がジェンダー平等やＬＧＢＴ等への理解を深めることな

ど、日々の教育活動の中で様々な人権課題についての学習を通して、意識の醸成を図る

中で、対応していくものと考えている。 

●保護者の方から「なぜ日進市はそれほどまでに制服の見直しをしようとしないのか」、



「小学生の娘が『制服でスカートをはきたくない』と市長の提案箱へ手紙を書いて投函

した。内容はわからないが、表と裏にびっしりと書いてあった」などということを伺っ

ている。小学生のお子さんが、市長に直接訴えていたと聞き、少しでも早く対応してほ

しいと考えるがいかがか。 

・中学生だけではなく、小学生の中にも中学校の制服のことで悩んでいる児童がいること

は承知している。生徒が、様々な人権課題についての学習を通して、意識の醸成を図る

中で、今回、各中学校で行われているアンケート調査により制服の見直しが提案される

のであれば、市としても真摯に受け止め、誠意をもって対応していく。 

○パートナーシップ宣誓制度の早期実現を。【学校教育課】 

●学校での多様性の授業について教育委員会ではどのように把握しているのか。 

・教育委員会では、例えば、令和３年１２月に、全中学校において、「人権集会」を実施し、

生徒は、外部講師から性的マイノリティについて学習していること、また、日々の教育活

動の中で、多様性を含めた様々な人権課題について学習していることなどを確認してい

る。 

●先日の新聞で「性多様性絵本で園児らへ」と大きな文字で書かれていた記事があった。 

名古屋市立大の学生３人が、体と心の性が異なる「トランスジェンダー」をテーマにし

た絵本「あおいくんのかみかざり」を出版されたとあった。考え方が柔軟な子どものう

ちに読んでもらえる絵本にしたいと考えられたようだ。小学校の図書室にはトランスジ

ェンダーに関した本はどのくらい置いてあるか。 

・トランスジェンダーに関する本は、各小学校での蔵書数は異なるが、少なくとも数冊は

置かれている。 



Ｎ
ｏ

許可
決定日

事業名 申請者 実施日 参加費 目的
新規
申請

1 2022/3/11
「ありがとうを贈ろ
う。」キャンペーン

株式会社平安閣
　代表取締役社長　 田
直樹

2021/5/1～
2022/12/31

無料

ありがとうと感謝することの
大切さを伝え、心豊かな社会
になるために、大切な人へ贈
るありがとうのメッセージを
募集し「ありがとうの本」を
制作・配布する。

2 2022/3/11
にっしん市民吹奏楽団
「第19回定期演奏会」

にっしん市民吹奏楽団
　団長　芝　佳則

2022/6/5 有料
サークル活動の成果を発表す
る。

3 2022/3/11
食育マルシェ　おそとの
フードマーケット

Story Street Kodawarin
実行委員会
　代表　柘植　千佳

2022/4/17、
2022/10/16

無料

食育をテーマに、子どもたち
が食べものの背景にある生産
者や現場のことを知る機会、
食に対する学びを深める。

4 2022/3/11
ヒューマンアカデミー
ロボット製作無料体験会

ヒューマンアカデミーロ
ボット教室
　代表　沼　夏樹

2022/3/26～
2022/4/17

無料
ロボット組み立ての体験を通
じて、理系人材育成に貢献す
る。

5 2022/3/11
第53回日進市グラウン
ド・ゴルフ大会

日進市グラウンド・ゴル
フ協会
　会長　原　秀雄

2022/5/13
（予備日
2022/6/3）

有料

グラウンド・ゴルフの愛好者
が集い、相互の交流・親睦を
深め、グラウンド・ゴルフの
普及振興を図るとともに、生
涯スポーツを通じ健康寿命の
確保及び明るい地域社会つく
りに寄与する。

6 2022/3/25
令和4年度愛知県児童福
祉施設入所児童卓球大会

愛知県児童福祉施設長会
　会長　中屋　浩二

2022/8/7 有料

卓球を通じて児童福祉施設に
入所している児童達の親睦を
深め、努力の大切さや仲間を
思いやる気持ちを育てる。

7 2022/3/25
「親の役割ってなぁ～
に？」セミナー

一般社団法人暮らし振興
支援機構
　代表理事　大田　麻美

2022/5/15 無料
親の立場で、子どもの将来の
選択肢を広げる為の積極的な
動機づけを行う。

8 2022/3/25 第28回日進市美術連盟展
日進市美術連盟
　会長　西川　勝正

2022/6/18、
6/19

無料
日進市の美術に関する振興と
会員相互の親睦を図る。

〔資料 №2-1〕

審査会開催日　・令和4年3月 4日（金）～ 7日（月）【電子会議】

審査会にて審査した結果、以下のとおり教育委員会の後援名義の使用を許可しましたので報告します。

後援等名義使用許可一覧

　　　　　　　・令和4年3月17日（木）～24日（木）【電子会議】
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Ｎ
ｏ

許可
決定日

事業名 申請者 実施日 参加費 目的
新規
申請

9 2022/3/25 第11回陶芸連盟展
日進市陶芸連盟
　会長　浅井　末勝

2022/5/14、
5/15

無料 作品の展示会を行う。

10 2022/3/25 水石・盆栽展
日進市水石・盆栽連盟
　常任理事　小川　清市

2022/5/28、
5/29

無料 水石・盆栽文化の発展。

11 2022/3/25 第四十三回茶華道連盟展
日進市茶華道連盟
　会長　中村　あつ子

2022/5/14、
5/15

無料
日進市内に茶道・華道の振興
と普及、並びに会員相互の親
睦をはかる。

12 2022/3/25 日進市手工芸連盟展
日進市手工芸連盟
　会長　海野　恵子

2022/5/21、
5/22

無料
会員の日頃の成果を発表す
る。

13 2022/3/25 日進市写真連盟展
日進市写真連盟
　会長　岡崎　次男

2022/5/21、
5/22

無料 写真等作品を展示する。

14 2022/3/25 日進市歌謡連盟発表会
日進市歌謡連盟
　会長　鈴村　すま子

2022/5/29
コロナ禍で巣ごもりがちな皆
さんに元気に、また楽しんで
いただく。

15 2022/3/25 日進市書道連盟展
日進市書道連盟
　会長　伊藤　茜苑

2022/6/25、
6/26

無料
会員の書道の勉強の成果を広
く御高覧いただく。

16 2022/3/25 第42回日進市芸能大会
日進市芸能連盟
　会長　近藤　繁生

2022/6/26 無料
芸能発表を通じて芸能・文化
の振興と市民の活力向上に貢
献する。

以下、余白
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「ありがとうを贈ろう。」キャンペーン

































































Ｎｏ
実績
受付日

事業名 実績報告者 実施日 参加者数
新規
申請

1 2022/2/25
ピアノ再生プロジェク
ト

ピアノ再生プロジェクト実
行委員会
　会長　高村　翔大

2021/11/20
～

2021/11/28
約200名

2 2022/3/2
椙山オープンカレッジ
2021年度

椙山女学園大学
　学長　後藤　宗理

2021/4/7～
2022/2/26

938名

3 2022/3/10
第49回人権を理解する
作品コンクール

名古屋法務局人権擁護部
　部長　福田　勝
愛知県人権擁護委員連合会
　会長　山本　光子

2021/10/15
～2022/2/15

応募点数
262,969点

4 2022/3/14
中部日本個人・重奏コ
ンテスト「高等学校の
部」東尾張地区大会

愛知県高等学校吹奏楽連盟
東尾張支部
　事務局長　黒田　祐司

2022/2/5、
2/6

254名

以下、余白

教育委員会の後援名義の使用実績について報告します。

（実績報告受付期間　令和4年2月26日から3月22日まで）

後援等名義使用実績報告一覧

〔資料 №2-2〕
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〔資料 №3〕

4月定例教育委員会　事務局報告用資料

担当課　　教育総務課

　２月２４日（木）、３月１１日（金）、３月３０日（水）　教育表彰

　個人６名（東小３名、梨の木小１名、日進北中２名）、団体１団体（日進西中吹奏楽部）に対し、
表彰状及び記念品を授与しました。

　３月２２日（火）　第３回日進市立小中学校適正規模等検討委員会

　第３回日進市立小中学校適正規模等検討委員会を図書館にて開催しました。第３回会議では、これ
までの検討委員会での審議や、学区検討部会での調査報告を踏まえて、提言案をまとめました。

　３月２５日（金）　日進市立小中学校の適正規模及び適正配置に関する具体的方策について（提言）

　日進市立小中学校適正規模等検討委員会において、市内小中学校の適正化について審議した結果
「日進市立小中学校の適正規模及び適正配置に関する具体的方策について」を教育委員会に提言され
ました。

　　月　　日（　）　

　　月　　日（　）　

　　月　　日（　）　

　　月　　日（　）　



〔資料 №4〕

4月定例教育委員会　事務局報告用資料

担当課　　生涯学習課

　３月２０日（日）　にっしんスポーツフェスタ　～スポーツ祭～

　日進市スポーツセンターにて、浅尾美和さん（元プロビーチバレー選手）によるトークショー、パ
フォーマンスショー、スポーツ体験会などを開催しました。

  ３月２０日（日）・２１日（月）　とびこめ！！　カラフルタウン

　小学校5年生～中学3年生の実行委員84名が、昨年8月から8回の実行委員会に参加し準備を行ってき
ました。2日にわたり開催し、各日250名の当日参加者の来場があり、子ども達はそれぞれまちの住民
としての役割を楽しんでいました。

　　月　　日（　）

　　月　　日（　）

　　月　　日（　）

　　月　　日（　）



　　月　　日（　）　

〔資料 №5〕

4月定例教育委員会 事務局報告用資料

担当課　　学校教育課

　３月１８日（金）　小学校卒業式

　市内の小学校で卒業式が挙行され、新型コロナウイルス感染対策を行った上で、卒業生の門出を祝
いました。

　３月３１日（木）　教職員退職者辞令伝達式　

　今年度で退職される教職員に辞令を渡し、教育活動推進にご尽力いただいた労をねぎらいました。

　４月１日（金）　教職員着任式

　日進市に初めて着任された教職員と新規採用者が出席し、代表者が日進市の教職員として務めるこ
との決意を述べました。

　３月１１日（金）　第３回学区検討部会（南小学校区関係）

　第2回までの検討内容や説明会で寄せられたご意見などを踏まえて協議し、学区見直し案を取りまと
め、日進市立小中学校適正規模等検討委員会に提出する南小学校区・日進中学校区学区見直し調査結
果報告書を作成しました。

　　月　　日（　）　

　　月　　日（　）　



〔資料 №6〕

4月定例教育委員会　事務局報告用資料

担当課　　学校給食センター

　３月１４日（月）　学校給食センター運営委員会

　令和４年度基本方針と目標、実施計画、食に関する指導の実施、令和４・５年度学校給食用物資納
入業者登録、学校給食食材の放射性物質検査結果及び終了について、各委員からご意見をいただきま
した。

　３月１５日（火）　学校給食センター見学会

　応募市民（親子２名）を対象に給食センター２階見学通路より調理風景をご覧いただき、ビデオに
より調理から洗浄、残菜処理までの様子を紹介しました。なお、新型コロナウィルス感染拡大防止の
ため、給食の試食は中止としました。

　３月１７日（木）　卒業おめでとう給食（小学校）

　クラウドファンディングにより多くの方から支援をいただき、卒業生の門出をお祝いする「卒業お
めでとう給食」を提供しました。献立は、夏休みに募集した学校給食献立コンクールの応募の中か
ら、お祝いにふさわしいものを組み合わせたものとしました。

　　月　　日（　）　

　　月　　日（　）　

　　月　　日（　）　



〔資料 №7〕

4月定例教育委員会　事務局報告用資料

担当課　　図書館

３月１３日（日）　第２次日進市子ども読書活動推進計画策定記念講演会「子どもの成長と読書」

　第２次日進市子ども読書活動推進計画策定記念講演会として、子どもの成長過程に応じた読書支援
の方法とおすすめの絵本・物語を紹介してもらいました。子どもが自主的に読書活動ができるよう周
りの大人が共に読書活動に取り組む必要性を認識し、読書活動の推進に繋がりました。

３月２０日（日）　親子で外国語の絵本を楽しもう！　

　「日進市子ども読書活動推進計画」の一環とし、クラウドファンディングの手法を用いて購入した多言語の絵本
を活用して市内の大学との協働により幼児、児童やその保護者を対象として多言語絵本の読み聞かせや手遊
び等を行いました。絵本の読み聞かせを通して多言語・多文化への関心や意識を高め、読書活動の推進に繋が
りました。

　月　　日（　）　

　月　　日（　）　

　　月　　日（　）　

　月　　日（　）　



教育委員会行事予定表

令和4年4月2日(土)から5月11日(水)まで

2022日進市スポーツ協会・にっしんスポーツ大会総合開会式 生涯学習課

　9:30～ スポーツセンター

小学校入学式 学校教育課

中学校入学式・小中学校始業式 学校教育課

小学校(2年生～6年生)・中学校給食開始 学校給食センター

第1回尾張部都市教育長会議　14:00～ 瀬戸蔵

4月16日 土

4月13日 水

4月14日 木

4月15日 金

4月10日 日

4月11日 月

4月12日 火

4月7日 木

4月8日 金

4月9日 土

4月4日 月

4月5日 火

4月6日 水

4月2日 土

4月3日 日
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教育委員会行事予定表

令和4年4月2日(土)から5月11日(水)まで

新小学校1年生給食開始 学校給食センター

こどもの読書週間啓発展示　4/19(火)～5/15(日) 図書館

日進市文化協会総会　10:30～ 市民会館 生涯学習課

プラネタリウムがやってくる　11:00～15:30 視聴覚ﾎｰﾙ･工作室･第1会議室 図書館

子ども向け上映会「たまごにいちゃん」「14ひきのぴくにっく」 10:30～ 視聴覚ﾎｰﾙ 図書館

5月1日 日

4月28日 木

4月29日 金

4月30日 土

4月25日 月

4月26日 火

4月27日 水

4月22日 金

4月23日 土

4月24日 日

4月19日 火

4月20日 水

4月21日 木

4月17日 日

4月18日 月
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教育委員会行事予定表

令和4年4月2日(土)から5月11日(水)まで

少年少女発明クラブ企画運営委員会 市民会館3階大会議室　13：00～ 生涯学習課

少年少女発明クラブ開講式 市民会館大ホール　14：00～ 生涯学習課

5月定例教育委員会　14:00～ 第5会議室

5月10日 火

5月11日 水

5月7日 土

5月8日 日

5月9日 月

5月4日 水

5月5日 木

5月6日 金

5月2日 月

5月3日 火
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